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この度は私のレポートをダウンロードいただきましてありがとうご

ざいます。 

 

政府肝⼊りの改⾰事業の⼀つである「働き⽅改⾰」 

 

皆さんうまく使って⾃分のライフスタイルを改善していますか？ 

 

フレックス、テレワーク、副業解禁、等々、魅⼒のある制度改⾰が

進められています。 

 

この改⾰に乗り遅れたら損です。 

 

存分に使って⾃分のライフスタイルを改善していきましょう。 

 

このメルマガでは、働き⽅改⾰で改善される制度をご紹介します。 

 

皆さんが利⽤するためのきっかけとなればと思います。 

 

今回は、「気になる海外の働き⽅改⾰【北欧の場合】」についてご

紹介したいと思います。 

  



過去のレポート集 

 

■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！ 
 

■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！◆Vol.1◆会社のビジョンの共有 

 

■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！◆Vol.2◆３つの勤務時間制度を活⽤

しよう 

 

■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！◆Vol.3◆ 有給休暇は⾃分と家族のた

めに！ 

 

■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！◆Vol.4◆テレワークをはじめよう！ 

 

■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！◆Vol.5◆⽇々の仕事に対する意識改

⾰！ 

 



■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！◆Vol.6◆気になる海外の働き⽅改⾰

【アメリカの場合】 

 

■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！◆Vol.7◆気になる海外の働き⽅改⾰

【ヨーロッパの場合】 

 

■「働き⽅改⾰」を存分に利⽤し会社にいながら★⾃分のライフス

タイル★を⾃由に設計しよう！◆Vol.8◆気になる海外の働き⽅改⾰

【中国の場合】 

 
  



１．北欧の働き⽅ 
今回の気になる海外の働き⽅と改⾰ということで、北欧の働き

⽅とその改⾰現状を⾒ていきましょう。 

 

ワークライフバランスの最先端と⾔われている北欧諸国（ノル

ウエイ、スウェーデン、フィンランド、デンマーク）ですが、

あんな北にある国々がどうしてそんなに働き⽅改⾰が先進的で、

成功しているのでしょうか？そして、何がそのモチベーション

なのでしょうか？単純に疑問ではないですか？ 

 

その疑問を解読するためには、国の事情と歴史を⾒ていかない

といけません。男⼥平等と⼈々の幸福度が世界トップ常連の北

欧諸国の諸事情をまず⾒ていきましょう。下の表は 2016 年も

しくは 2017 年のデータを⽤いています。 

 
 ノルウェイ スウェーデン フィンランド デンマーク ⽇本 

世界幸福度 ４位 １０位 ５位 １位 ５３位 

⼈⼝ ５２６万⼈ ９８４万⼈ ５５０万⼈ ５７１万⼈ 1 億 3 千万⼈ 

⼥性就業率 ８２．１％ ８２．５％ ６８．５％ ７２％ ６９．９％ 

出⽣率 １．７２ １．６５ １．６５ １．７１ １．４４ 

労働⽣産性 １位 １１位 １４位 １０位 １９位 

年間労働時

間 

１４１９時間 １６０９時間 １５７８時間 １４４６時間 １７４７時間 

 

この表を⾒て、私がまず気づくのは「⽇本って⼈⼝が多いなあ」

っていうことです。幸福度や⼥性就業率、出⽣率、労働⽣産性、



年間労働時間の全てにおいて北欧に負けているのは、もはや分

かっていたので、そこはあまり驚かなかったのですが、⽇本は

北欧に⽐べて⼈⼝が１０倍以上ではないですか。 

 

北欧はスウェーデンが１千万⼈弱ではあるものの、他の３国は

どこも５００万⼈台です。私は、この国のサイズ・規模感と地

理と歴史が北欧の⽂化と今の働き⽅のスタイルを作ったのだと

思っています。 

 

北欧に限らず、ヨーロッパはその⻑い歴史において、戦争と国

同⼠の併合と分割、占領と侵略、和平と同盟を繰り返してきま

した。その時々の歴史の中で、ヨーロッパ各国が⽣き残るため

の知恵を必死になって考えてきたのです。 

 

さらに、北欧は緯度が⾼く、太陽が出ない冬の極寒となる⽩夜

の時期もあり、⽇本のように恵まれた四季のある気候ではない

ため、過酷な環境で⽣き抜くための合理性や効率化を考えてき

たのです。 

 

北欧の⼈たちは、「⾃分たちの国を愛し、国を維持するために

にどうするべきなのか皆が理解している」と⾔われています。

⼈⼝５００万⼈の⼩国でも⼒強く⽣きていくためには、男⼥問

わず働くことが体に染み付いていたというのです。 



近年の働き⽅改⾰のブームではなく、⻑い年⽉をかけて『男⼥

平等』のコンセンサスが形成されているのです。ワークライフ

バランスは最初から真剣に考えられていたのです。この歴史の

重みは⾮常に深くて、⽇本とは事情が違いますよね。 

 

ですので、北欧の働き⽅改⾰は近年の改⾰ではなく、⻑期の経

験と思慮から得られた合理的な結果だったとも⾔えます。 

 

このような上昇思考の環境を作り出すには、⼦供の頃からの

「⾃⽴できる強い個⼈」の教育環境にもありますね。 

 

またまた、羨ましい話ですが、「義務教育から⼤学、⼤学院ま

で原則無料」の制度です。今の⽇本の教育現場とは正反対にも

等しいですね。そういえば、⽇本の⾼校無償化の話はどうなっ

たのでしょう・・・？ 

 

フィンランドの⼩学校はテストもなく、授業数も少ないのです

が国際学⼒⽐較調査では常にトップクラスです。少⼈数制、⾼

い教員のレベル、体験学習重視や早期教育などがあるためです。

国を⽀えるための主体性を持った⼈間に育てるため、という⽬

的意識も合理的で明確で、迷いがありません。 

 

しかしながら、北欧は⼤学進学率が 50％程度と⾼くありませ



ん。これは「とりあえず⼤学に⾏く」という発想ではなく、⼤

学で「何を学ぶか」がハッキリしているためです。 

 

⼤学が専⾨学校に近いといえばいいのでしょうか？実学志向が

強く、学位は職業資格とみなされます。たとえば、法学部の専

⾨コースを卒業すれば弁護⼠資格が⾃動的に与えられるのです。

ただし勉強は⾮常にハードです。 

 

北欧は⼈⼝が少なく資源も乏しいので、輸出依存型の社会です。

そのためにグローバル志向が徹底しており、語学も３­４ヶ国

語を喋る⼈が⽬⽴ちます。勉強は⼀⽣続けるという向上意欲と

共に、優れた学びの環境で優れた⼈財が創出され、そういう⼈

財で組織された企業が⾼い収益を上げます。こういった流れの

中で国は成⻑して、整備された社会福祉が実現・継続できると

いう好循環を形成しているのです。 

 

社会保障はどうでしょう？⽇本だと社会保障といえば、年⾦、

医療、介護など「引退世代」「⽼後」のイメージが強くないで

すか？しかし北欧の社会保障⽀出は、上記の割合は 50％程度

です。残りは、保育や教育、⼦どもの医療、職業訓練、失業保

険、育児休暇中の⼿当など「現役世代向け」に充てられていま

す。このため、現役世代も社会保険と福祉制度の重要性を痛感

している。 



 

そのために、⾼い税⾦も厭わないのです。スウェーデンでは、

28〜34％の地⽅所得税（住⺠税）と最⾼ 25％の付加価値税

（消費税）の“⾼負担”を当たり前と理解しています。過去の歴

史から、国として企業が進化し続け、国際競争に勝ち抜き、経

済成⻑しないと、社会保障が⽀えられないという危機意識が強

いのです。 

 

２．北欧の働き⽅改⾰（制度） 
以前から男⼥平等と合理性を追求してきた北欧の働き⽅ではあ

りますが、最近は（と⾔っても戦後くらいからですが）さらに

働き⽅改⾰を進めてきました。 

 

北欧は、労働組合が⾮常に組織⽴って強く、厳しく会社の神経

となっています。まず、残業するという概念がありません。さ

らに、最低 5 週間の有給休暇取得が法律で義務付けられている

のです。 

 

⽇本がこれから「２０⽇の休暇が取得できないから、５⽇を罰

則付きで義務化する」という状況を改めて考えると笑ってしま

いますね。 

 

仕事のための時間の使い⽅は本⼈の裁量に任されている場合が



多く、裁量労働制も当たり前化していて、⼦どもを園に迎えに

⾏くため 15 時に退社してもいいのです。在宅勤務を認める企

業も多く、貸与されたパソコンの起動時間から就業時間を算出

したりします。 

 

⼦育て⽀援は最先端過ぎて⽇本は⾜元にも及びません。ノルウ

エーの「パパ・クオータ制度」は、両親共に育休を取得するこ

とが前提のシステムです。⽗親が育休を取得しないと⺟親も育

休を取得する権利を失うという半ば強制的な両親のための休暇

です。私は、⼦育ては既に中盤を過ぎていますが、うらやまし

いです！ 

 

その育休は４４週間以内という⻑期間であり、かつ給料は

100％⽀給され、さらにノルウエーでは⽗親の 9 割が育児休暇

を取得するとのことです。また、スウェーデンでも同様の制度

は導⼊されていて、同じく⽗親の育休取得は８割にも及ぶそう

です。そして、その制度があるために共働き世帯は８割近くに

なるそうです。 

 

国⼒を維持するために、男⼥平等の全員参加を奨励する労働ス

タイルは北欧の強みです。⽇本にある⾔葉「男尊⼥卑」などと

いう⾔葉を⾔ったら、投獄されてしまいそうな勢いです。 

 



組織の構成員の 4 割以上を⼥性に優先的に割り当てるクオータ

制度によって国会議員の 4 割以上を⼥性が占め、⺠間企業の取

締役会においても同様のクオータ制により⼥性役員 4 割の実現

も間近となっているのです。 

 

労働市場のルールは労使交渉によって決まり、賃⾦も３年毎に

労使交渉により「同⼀労働同⼀賃⾦」に基づき決められます。

この仕組みによって景気によって賃⾦が急激に下がるなどとい

うことはなく、賃⾦格差もありません。 

 

最低賃⾦制がないので、企業も労働者も働くための環境をより

よくする⽅向に動こうとします。それが出来ない企業や労働者

はどんどん淘汰されていき、⾼品質の労働環境と⽣産性、そし

てスキルアップの環境が定着していくのです。これは北欧の国

としての強さの源です。 

 

労働組合は⾮常によく組織化されており、加⼊率は７０％近く

に達します。⽇本は１８％であり、労使交渉も要求はしても効

果がない場合（形だけ？）が最近は多いですよね。 

 

仕事のやり⽅も⽇本とはだいぶ違います。まず、社員に権限と

裁量が与えられています。⽇本では、仕事の計画から実⾏段階

まで全て⼤会議によるコンセンサス構築により進められます。



既に、この段階で⽇本のサラリーマン軍は疲弊しているのです。 

 

北欧では、仕事が個の単位で進められるのが前提であるが、そ

の分全員が全責任を負います。また合理的かつ計画的な思考を

持っているので、仕事を始める前には、⼊念に全体の構想や計

画を練り仕事の仕⽅に無駄がありません。 

 

⽇本では意味や⽬的といった定義を明確にしないまま、仕事を

部下に与えてしまう傾向がありませんか？部下は半信半疑のま

まとりあえず仕事を進め、定期的に上司に報告・連絡・相談を

する必要があります。そして、出てくるセリフは「こんなつも

りじゃないんだよ」です。出戻りも多いのです。会社の中での

権威主義もないので、フラットな関係で出世も実⼒に⾒合った

評価に基づくものです。 

 

上司と部下の関係も適正です。⽇本では上司１名に対して部下

が１０⼈以上というのがザラですが、北欧では部下は２­３名

という感じでしょうか。⽇本の管理職の負担も⼤きいのです。 

 

また、部下に対しては最初に仕事の定義を明らかにするので、

上司がその都度、部下に報告を求めることはありません。たま

に上司が部下に質問して状況確認する程度ですね。膨⼤な会議

資料と会議時間に労⼒を割かれません。 



 

これによって、⼣⽅ 4 時過ぎにはみなオフィスをそそくさと帰

っていくことができます。合理的、効率的ですね。 

 

仕事から離れると家族との時間は仕事以上に重要です。⼦供の

学校や習い事への送り迎え、家事分担、⼀緒の⾷事、夫婦の時

間を⼗分に取ることができるのです。 

 

プライベートが充実することは、その環境に慣れると仕事に対

しても⽣産的にかつ前向きに合理的になることができます。昔

の経済成⻑の経験が⽣⽣しい⽇本では、その時に栄光が強烈過

ぎて、そこから現実に戻ることがなかなかできないのかもしれ

ませんね。 

 

なんだか羨ましいことばかりですが、さてさてこれらが⽇本に

おいてそのまま通⽤するのでしょうか？ 

 

３．⽇本へ北欧流派通⽤するか？ 
⽇本の働き⽅改⾰は、来年度から法制度が施⾏されます。その

内容は、過労死対策（残業削減、休暇取得）、賃⾦格差解消等

です。まずは、問題の改善から始まるような感じです。 

 

北欧の例を⾒ると、⽇本は本当に働き⽅改⾰が始まったばかり



なのだなあ・・・と実感します。これから何年かかって本当に

⽇本⼈は今の時代にあった働き⽅に変化していけるのだろう？

と⻑い⽬で⾒てしまいます。 

 

歴史と⽂化の違う⽇本と北欧ですが、⽇本は今北欧を理想のモ

デルとして盛んに習おうとしています。 

 

しかし、北欧の政府と会社と個⼈が⼀体となって国を盛り⽴て

ていこうという意識が⽇本にはあるでしょうか？ 

 

「１億総活躍社会」という標語がありましたが、どの程度⽇本

⼈がこれを意識して必要だと感じて、働き⽅改⾰を実践してい

るか微妙なところではないでしょうか？ 

 

⾃分のこととして感じづらいし、実感がわかない、むしろ意味

のない残業規制や休暇取得奨励に悪くすると捉えられてしまい

兼ねません。だって、今までのやり⽅で良いという⼈もたくさ

んいるでしょうからね。 

 

最初に⽇本って⼈⼝多いな、って⾔いましたが、⽇本は単⼀⺠

族で１億３千万⼈もいるんですね。すごい数字だと思いません

か？そして、これだけの⼈⼝においてこれから超⾼齢化社会と

少⼦化に向かっているんです。 



 

北欧も⽇本と共通していることは⾼齢化への対応です。しかし、

やはり⽇本は⼈⼝が違い過ぎます。⼀国で制御できるレベルで

はないのです。 

 

北欧のように⼈⼝がコンパクトな数字で国⺠を上昇思考にまと

めることのできる「良いサイズ」というものがある気がします。

その良いサイズに北欧が収まっていて、合理的な政策と相まっ

て成功を勝ち取ることができたのでしょう。 

 

私は、⽇本も同じように国の底上げを狙うのであれば、国のシ

ステムをいじるしかないと感じています。 

 

今の政府と国会の仕組みの改善、例えばもっと⼩さい国家を改

善するための最短ルートを辿るための最適サイズとは？ 

 

例えば、今の４７都道府県制度をやめて、⽇本を九州・沖縄、

中国・四国・関⻄、関東・中部・北陸、東北、北海道の５つく

らいに⾃治を与えたらどうでしょうか？ 

 

その５つの⾃地区の中で、様々な権限を持って制度を改め国と

しての底上げを狙う。ただし、５つの⾃治区は全体で⽇本とい

う⼀つの⼤きな連邦制となる。 



ちょっと乱暴なアイデアですが、今の国家の発展というにはあ

まりに想像しがたい働き⽅改⾰の出始めの制度も⼤事かもしれ

ませんが、もっと根本的なところで⽇本という環境を⾒直した

⽅がいい気がします。 

 

北欧の働き⽅改⾰からインスパイアされたアイデアも含めてお

伝えしたく、今回の北欧の働き⽅とその改⾰をご紹介させてい

ただきました。 
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